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（２） 2002.7  広報おおの

の
活
力
低
下
や
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
な
ど
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

住
民
の
生
活
習
慣
の
変
化
や
価

値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
医
療
や

福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境
な
ど
行

政
に
対
す
る
要
望
も
多
様
化
・
高

度
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
専

門
的
で
高
度
な
能
力
を
持
つ
職
員

の
育
成
や
確
保
な
ど
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

●
地
方
分
権
へ
の
対
応

国
と
地
方
自
治
体
の
役
割
分
担

の
見
直
し
が
進
み
、
住
民
に
身
近

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
権
限
が
市
町

村
に
移
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
要

望
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

必
要
な
資
質
向
上
な
ど
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

●
厳
し
い
財
政
状
況

平
成
十
三
年
度
末
の
国
と
地
方

を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
残
高
は
六

百
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
市
町
村
で
は
国
に
大
き
く
依

存
す
る
財
政
構
造
（
図
二
）
を
変

え
、
行
政
の
効
率
化
な
ど
経
費
を

抑
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
、
解
決
す

る
有
効
な
方
法
の
一
つ
が
、
市
町

村
合
併
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
合
併
と
は
、
い
く
つ

か
の
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
、

よ
り
大
き
な
市
町
村
に
な
る
こ
と

で
す
。
合
併
の
方
式
は
、
新
設
合

併
（
新
し
い
市
町
村
の
誕
生
）
と

編
入
合
併
（
核
と
な
る
市
町
村
に

他
の
市
町
村
の
区
域
を
編
入
）
の

二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

●
日
常
生
活
圏
の
拡
大

交
通
や
情
報
通
信
手
段
な
ど
の

発
達
に
よ
っ
て
、
通
勤
や
通
学
、

買
い
物
、
医
療
な
ど
私
た
ち
の
日

常
生
活
の
範
囲
は
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
市
町

村
の
枠
を
越
え
た
広
い
観
点
の
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
少
子
・
高
齢
化
の
進
行

出
生
率
の
低
下
な
ど
に
よ
る
少

子
高
齢
化
の
進
展
は
、
労
働
力
や

税
収
の
減
少
を
招
き
、
地
域
経
済

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と�

�

市

町

村

合

併�
�

�
�

昭
和
二
十
年
代
後
半
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
か
ら

五
十
年
近
く
が
経
過
し
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

変
化
か
ら
、
現
在
で
は
市
町
村
の
あ
り
方
そ
の
も
の

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
の
自
治
体
で
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
活
発
に
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
と
は�

市
町
村
の
課
題
と
現
状�
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（３）2002.7  広報おおの

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

手
続
き
の
た
め
、
市
町
村
合
併
に

要
す
る
期
間
は
、
一
般
的
に
は
法

定
合
併
協
議
会(

議
会
の
議
決
を

得
た
組
織)

で
合
併
す
る
こ
と
を

決
め
て
か
ら
最
低
一
年
十
カ
月
の

期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
約
七
割
の
市
町

村
が
、
複
数
の
市
町
村
間
で
合
併

協
議
会
や
研
究
会
な
ど
の
組
織
を

設
置
し
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
市
で
も
合
併
特
例
法
の
期
限

を
考
慮
し
た
場
合
、
平
成
十
四
年

中
に
は
方
向
性
を
定
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

町
村
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

・
普
通
交
付
税
額
が
合
併
か
ら
十

年
度
の
間
、
全
額
保
障

・
合
併
後
十
年
度
間
、
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
事
業
な
ど
に
対

し
、合
併
特
例
債
と
い
う
有
利
な

地
方
債
を
充
て
る
こ
と
が
可
能

・
合
併
後
三
年
度
間
は
、
合
併
に

伴
い
必
要
な
事
業
に
対
し
、
補

助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

可
能

市
町
村
が
合
併
す
る
場
合
に

は
、
上
図
（
図
一
）
の
手
続
き
が

ー
ビ
ス
へ
の
影
響

・
役
所
や
公
共
施
設
が
遠
く
な
る

こ
と

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
住
民

負
担
な
ど
に
対
し
て
自
治
体
ご

と
に
差
が
出
る
可
能
性

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
国
で
は
平
成
十
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
合
併
し
た
市

・
規
模
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
存

在
感
や
総
合
力
、
イ
メ
ー
ジ
の

向
上

●
心
配
さ
れ
る
こ
と

・
祭
り
な
ど
伝
統
行
事
や
歴
史
、

地
域
の
個
性
や
特
徴
な
ど
へ
の

影
響

・
中
心
部
だ
け
が
発
展
し
、
周
辺

部
が
取
り
残
さ
れ
る
可
能
性

・
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る

こ
と
で
の
き
め
細
か
な
行
政
サ

●
期
待
さ
れ
る
こ
と

・
広
域
的
な
道
路
や
公
共
施
設
の

整
備
な
ど
に
よ
る
効
果
的
な
ま

ち
づ
く
り

・
市
町
村
の
仕
事
が
ま
と
ま
る
こ

と
に
よ
る
経
費
の
節
約

・
高
度
で
専
門
的
な
職
員
の
配
置

や
、
き
め
細
や
か
な
住
民
サ
ー

ビ
ス

自主財源�
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　および�
　　負担金�
　　　　など�
　　　その他�

図２ 平成14年度　一般会計予算歳入の内訳

効
果
と
問
題
点�

国
の
支
援
策�

期
限
を
前
に
全
国
で
議
論�

図１  市町村合併の手続き（平成17年３月末の合併特例法の期限を考えた場合）
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●
第
二
回
懇
話
会
の
意
見

・
広
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
で

は
、
市
町
村
間
で
補
助
金
や
支

援
策
に
差
が
生
じ
て
、
不
都
合

な
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
合
併
に
は
賛
成
で
あ
る

・
合
併
し
て
便
利
に
な
る
の
は
中

心
部
だ
け
で
、
周
辺
部
は
さ
び

れ
る
の
で
は
な
い
か

・
早
く
合
併
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
の
検
討
を
行
い
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
上
で
市
民
が
合

併
の
是
非
を
判
断
す
る
と
い
う

過
程
を
踏
ん
で
ほ
し
い

・
合
併
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
徴
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
心
配

・
合
併
で
職
員
数
が
減
っ
た
と
し

て
も
、
必
ず
し
も
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
は
つ
な
が
ら
な
い

の
で
は

・
合
併
に
対
す
る
市
民
の
意
識
が

低
い
中
、
国
の
優
遇
措
置
だ
け

を
見
て
論
議
さ
れ
る
こ
と
は
心

配
。
長
い
目
で
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
論
議
す
べ
き

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
出
さ
れ
た
意
見

・
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
早
期
完

成
が
大
野
市
の
未
来
を
決
定
付

け
る
か
ぎ
に
な
る
の
で
、
ま
ず

わ
ら
な
い
と
思
う
が
、
国
の
支

援
策
な
ど
を
考
え
る
と
、
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
う

・
自
然
が
残
っ
て
い
る
、
面
積
が

広
い
だ
け
で
は
生
き
残
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
合
併
す
る
相
手
を

吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

・
合
併
す
る
こ
と
で
職
員
の
専
門

性
が
向
上
す
る
の
か
は
疑
問

・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
市
民

の
意
識
が
低
い
気
が
す
る
。
も

っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
で
話
し
合

い
の
場
を
多
く
持
つ
必
要
が
あ

る
と
思
う

・
市
の
取
り
組
み
が
遅
い
の
で

は
。
懇
話
会
の
回
数
を
増
や
し
、

合
併
し
た
場
合
の
損
得
を
見
極

め
る
こ
と
が
必
要

市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
、
勝

山
市
、
和
泉
村
の
関
係
部
課
長
で

構
成
す
る
「
奥
越
地
域
市
町
村
合

併
共
同
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

県
が
示
し
た
合
併
パ
タ
ー
ン
の
奥

越
二
市
一
村
を
対
象
に
、
人
口
や

生
活
圏
、
商
工
業
、
財
政
な
ど
の

調
査
研
究
を
行
い
、
報
告
書
に
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
概
要
版

を
作
成
し
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
入
り
、
多
方
面
か
ら

も
広
く
意
見
を
集
約
す
る
た
め
商

工
会
議
所
や
区
長
連
合
会
、
文
化

協
会
、
青
年
会
議
所
な
ど
の
代
表

に
公
募
委
員
四
人
を
含
め
た
合
併

懇
話
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
五
月
末
に
は
、
市
民
を
対

象
に
市
町
村
合
併
と
地
域
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
る
「
市
町
村
合
併

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
き
ま
し
た
。

懇
話
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
参
加
者
か
ら
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

●
第
一
回
懇
話
会
の
意
見

・
合
併
し
て
も
現
状
と
大
き
く
変

県が示した合併パターン

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み�

合
併
に
意
見
さ
ま
ざ
ま�

大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）大野市誕生を祝うパレード（昭和29年）

大野市の移り変わり�
年�

明治22年�
（1889）�

昭和26年�
（1951）�
昭和29年�
（1954）�
昭和45年�
（1970）�

市町村制が施行され、大野町、乾側村、小山村、
上庄村、五箇村、阪谷村、下庄村、富田村、西谷
村が発足�

下庄村が下庄町に改称�

西谷村を編入�

大野町、下庄町、乾側村、小山村、上庄村、富田
村、阪谷村、五箇村が合併し大野市に�

Ａパターン

４つの広域圏を基礎と

し、結びつきの強い既

存の市と周辺町村との

合併を考えた場合

Ｂパターン

Ａパターンに基づき、

より行財政効率を重視

して、市町村を組み合

わせた場合
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と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
地

域
で
説
明
会
を
行
う
な
ど
、

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る

合
併
特
例
法
の
有
効
期
限
を
考

え
た
場
合
、
遅
く
と
も
今
年
中
に

合
併
に
対
す
る
方
向
性
を
決
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な

ど
を
吟
味
し
、
九
月
ご
ろ
に
は
一

定
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
場
合
に
避

け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題

で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
を
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う

中
長
期
的
な
理
念
と
目
標
を
み
ん

な
で
考
え
る
こ
と
が
今
、
重
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
機
会
を
通
し
て
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
つ

い
て
論
議
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
２
４
１
）

協
議
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な

内
容
を
市
民
に
示
し
て
ほ
し
い

市
長
か
ら
出
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト

合
併
が
市
民
に
と
っ
て
良
く

な
る
こ
と
か
ど
う
か
を
基
本
に

考
え
た
い
。
た
だ
現
在
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
、
将
来
の
人
口
予

測
か
ら
歳
入
減
は
明
ら
か
。
今

後
、
早
期
に
情
報
を
提
供
し
、

九
月
ご
ろ
に
は
方
向
性
を
定
め

た
い
と
思
っ
て
い
る

●
参
加
者
か
ら
の
質
問
と
回
答

問

借
金
を
多
く
抱
え
る
自
治
体

同
士
が
合
併
し
て
も
本
当
に

意
味
が
あ
る
の
か

答

市
町
村
の
規
模
が
大
き
く
な

る
こ
と
で
、
総
合
力
を
生
か

し
た
行
政
展
開
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
国

や
県
か
ら
合
併
に
よ
る
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
る
期
間
を

利
用
し
て
、
財
政
基
盤
の
強

化
な
ど
、
自
治
体
の
足
腰
を

強
く
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

問

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
合
併

論
議
を
す
る
た
め
に
も
、
住

民
説
明
会
な
ど
を
き
め
細
か

く
開
い
て
欲
し
い

答

市
民
と
行
政
、
お
互
い
に
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要

和
泉
村
と
の
合
併
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
奥
越
二
市
一
村
の

合
併
は
理
想
で
は
あ
る
が
、
期

限
内
の
合
意
は
難
し
い
と
思
う

・
合
併
し
な
い
で
単
独
で
行
政
を

続
け
た
場
合
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
。
合

併
す
る
の
で
あ
れ
ば
文
化
的
、

政
治
的
に
交
流
の
深
い
奥
越
二

市
一
村
を
基
本
に
進
め
る
べ
き

・
広
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
に

は
、
市
町
村
間
で
の
補
助
金
・

支
援
策
の
差
が
活
動
の
妨
げ
に

な
る
、
奥
越
二
市
一
村
を
基
本

に
合
併
を
進
め
て
ほ
し
い

・
今
回
の
合
併
は
市
町
村
再
編
と

考
え
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
視
点
か
ら
も
早
期
に
合
併

シンポジウムで行った合併に関するアンケート�
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大野市・和泉村

29％

大野市

和泉村 ７％

美山町

��

大野市・勝山市 １％

期限までに合併 61％

近い将来合併
９％

合併しない

８％

わからない

７％

未回答

１％ その他 ８％

いずれ合併

14％

期
限
を
視
野
に
入
れ�

将
来
に
向
け�

　
　

今
、
考
え
よ
う�
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会
館
で
即
日
開
票
。
天
谷
光
治
氏

の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

投
票
率
は
、
七
十
・
六
九
％
で

し
た
。

任
期
は
、
平
成
十
八
年
七
月
六

日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。

市
長
選
と
同
じ
く
六
月
九
日
に

告
示
さ
れ
た
市
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙
（
一
人
欠
員
）
に
、
小
池
崇

博
氏
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

同
日
午
後
五
時
ま
で
に
、
ほ
か

に
届
け
出
は
無
く
、
小
池
氏
の
初

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
六
月
十
七
日
の
当
選
証

書
交
付
日
か
ら
来
年
二
月
二
十
日

ま
で
で
す
。

（32歳　中野）

第
13
代
市
長
に�

�

天

谷

光

治

氏�
�

当　天谷光治（無所属）11,764票�

次　岡田高大（無所属）10,136票�

（有効投票21,900票、無効投票301票）�

【投票結果】�

【開票結果】�

男�

有権者数�

投票者数�

投 票 率�

14,800人�

10,312人�

69.68％�

16,606人�

11,889人�

71.59％�

31,406人�

22,201人�

70.69％�

女� 合　計�
任
期
満
了
（
七
月
六
日
）
に
伴

い
六
月
九
日
に
告
示
さ
れ
た
市
長

選
挙
に
は
、
二
人
が
立
候
補
し
、
少

数
激
戦
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
十
六
日
、
午
前
七
時
か
ら

市
内
二
十
五
カ
所
の
投
票
所
で
一

斉
に
投
票
が
始
ま
り
、
市
民
の
願

い
を
込
め
た
一
票
が
投
じ
ら
れ
ま

し
た
。

投
票
は
午
後
八
時
で
締
め
切
ら

れ
、
午
後
九
時
二
十
分
か
ら
有
終

市
議
補
欠
選
挙

小
池
崇
博

た
か
ひ
ろ

氏
が
初
当
選

た
。
表
で
は
十
三
年
度
中
に
受
け

付
け
た
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

総
数
二
十
八
件
の
う
ち
公
文
書

を
全
面
的
に
公
開
し
た
も
の
は
二

十
二
件
、
一
部
の
情
報
に
つ
い
て

非
公
開
と
し
た
も
の
は
二
件
、
非

公
開
文
書
と
し
て
文
書
全
般
に
わ

た
り
公
開
で
き
な
か
っ
た
も
の
が

一
件
、
そ
の
他
が
三
件
あ
り
ま
し

た
。
公
開
で
き
な
か
っ
た
情
報
に

つ
い
て
は
、
条
例
で
公
開
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
し
た
。

分
野
別
に
は
市
長
部
局
関
係
二

十
一
件
、
教
育
委
員
会
関
係
七
件

で
し
た
。
情
報
公
開
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
・
相
談
は
行
政
資
料
室

へ
ど
う
ぞ
。

ま
た
行
政
資
料
室
で
は
、
市
が

刊
行
し
た
印
刷
物
や
国
、
県
な
ど

か
ら
提
供
さ
れ
た
各
種
行
政
資
料

を
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
資
料
は
、
各
種
統

計
や
法
令
、
議
会
議
事
録
、
各
種

計
画
書
な
ど
約
三
千
九
百
点
で

す
。
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
資
料
室（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
７
）

平
成
十
三
年
度
は
、
公
開
請
求

が
二
十
八
件
あ
り
ま
し
た
。（
前

年
度
比
０
・
七
倍
）

条
例
で
は
、
平
成
十
年
四
月
一

日
以
降
に
作
成
・
取
得
し
た
文
書

を
公
開
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
文
書
に

つ
い
て
は
、
努
め
て
同
じ
よ
う
に

取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
一
部
公
開
や

非
公
開
の
決
定
が
あ
っ
て
も
、
異

議
申
し
立
て
は
で
き
ま
せ
ん
。

集
計
で
は
前
者
を
公
開
請
求
、

後
者
を
公
開
申
出
と
区
別
し
ま
し

平成13年度の状況一覧� （単位：件）�

区分�
全部公開�一部公開�

決　　定　　後�

非公開�
その他�受理数�

25�

3�

28

19�

3�

22

2�

－�

2

1�

－�

1

3�

－�

3計�

公開�
請求�

公開�
申出�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�

情
報
公
開
の
実
施
状
況�

�
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の
１
（
最
高
額
10
万
円
）

歩
行
器
…
購
入
費
の
３
分
の
２

（
最
高
額
１
万
円
）

申
請
方
法

市
役
所
高
齢
福
祉
課

に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
身
分
証
明
書
・

見
積
書
の
コ
ピ
ー
、
カ
タ
ロ
グ

を
付
け
て
提
出

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
（
1
66
・
１

１
１
１
内
線
４
８
５
）

平
成
十
四
年
度
の
介
護
保
険
料

が
第
二
段
階
の
人
（
市
民
税
が
本

人
お
よ
び
世
帯
員
全
員
非
課
税
の

人
）
で
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
介
護
保

険
料
を
第
一
段
階
に
軽
減
し
ま
す
。

①
本
人
お
よ
び
そ
の
世
帯
に
属
す

る
全
て
の
人
の
年
間
収
入
が
、

次
の
額
以
下
で
あ
る

一
人
世
帯
…
80
万
円

二
人
世
帯
…
１
２
０
万
円

※
世
帯
員
が
一
人
増
え
る
ご
と

に
40
万
円
を
加
算

②
世
帯
全
員
の
預
貯
金
の
合
計
が

１
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

③
世
帯
員
全
員
が
原
則
と
し
て
居

住
用
以
外
の
資
産
を
保
有
し
て

い
な
い
こ
と

④
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
一
つ

に
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
本
人
が
市
民
税
課
税
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑥
資
産
を
活
用
す
る
な
ど
の
自
助

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

平
成
十
四
年
度
の
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書
（
七
月
中
旬

に
発
送
を
予
定
）
・
印
鑑
・
介

護
保
険
被
保
険
者
証
・
本
人
お

よ
び
世
帯
員
全
員
の
収
入
が
確

認
で
き
る
書
類
（
例
、
確
定
申

告
書
・
市
民
税
申
告
書
の
控
え

・
源
泉
徴
収
票
・
年
金
の
振
込

通
知
書
な
ど
）
健
康
保
険
証
・

預
金
通
帳

申
請
方
法

必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
７
月

24
日
k
ま
で
に
申
し
込
み
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高

齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
1
66

・
１
１
１
１
　
内
線
４
８
２
）

（７）

電動車いすの

購入を考えて

いる人

現在使っていな

い電動車いすを

保有している人

価格などを直接相談��

使われていない

電動車いすの

情報を提供

情　報　の　流　れ��

市　役　所

「電動車いすが

　欲しい」

「使っていない電

　動車いすがある」

電動車いすの

購入を考えて

いる人

現在使っていな

い電動車いすを

保有している人

価格などを直接相談��

使われていない

電動車いすの

情報を提供

情　報　の　流　れ��

市　役　所

「電動車いすが

　欲しい」

「使っていない電

　動車いすがある」

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
を
軽
減

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
を
軽
減�

�

　
　
　
　
再
利
用
シ
ス
テ
ム�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

電
動
車
い
す
の

電
動
車
い
す
の

電
動
車
い
す
の

電
動
車
い
す
の

電
動
車
い
す
の

電
動
車
い
す
の�

�

再
利
用
シ
ス
テ
ム

再
利
用
シ
ス
テ
ム�

希
望
者
に
情
報
を
提
供�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象

市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の

人
助
成
額

電
動
車
い
す
…
購
入
費
の
３
分

こ
れ
ま
で
に
市
の
助
成
を
受
け

て
購
入
し
た
電
動
車
い
す
で
、
現

在
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
電
動
車
い
す
を
有

効
に
利
用
す
る
た
め
、
市
内
で
購

入
を
検
討
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

使
わ
れ
て
い
な
い
電
動
車
い
す
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

提
供
す
る
情
報
は
、
譲
渡
希
望

者
の
連
絡
先
や
電
動
車
い
す
の
購

入
年
月
日
な
ど
で
す
。

価
格
を
は
じ
め
、
具
体
的
な
条

件
な
ど
は
、
譲
渡
希
望
者
と
直
接

交
渉
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
こ
の
場
合
、
高
齢
者
外
出

促
進
支
援
事
業
の
助
成
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

新
規
購
入
は
助
成
対
象

市
内
の
販
売
店
で
、
新
た
に
電

動
車
い
す
な
ど
の
歩
行
補
助
用
具

を
購
入
す
る
場
合
は
、
高
齢
者
外

出
促
進
支
援
事
業
の
助
成
対
象
と

な
り
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
補
助
の
申
請
は
、
購
入
す

る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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保
健センタ

ー
健
康通信

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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2002.７ №160

夏野菜を食べよう

昨
年
の
八
月
、
市
内
の
四
十
歳

か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
二
百
三
十

六
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結

果
「
日
ご
ろ
か
ら
野
菜
を
食
べ
る

よ
う
心
が
け
て
い
る
」
が
、
全
体

の
約
九
割
を
占
め
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
約
七
割
の
人
か
ら
、

実
際
に
野
菜
を
「
十
分
」
「
ま
あ

ま
あ
」
食
べ
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
必
要
な
量
を
食
べ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
本

当
に
十
分
な
量
の
野
菜
を
食
べ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

上
の
グ
ラ
フ
は
「
日
ご
ろ
か
ら

野
菜
を
食
べ
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
」
と
答
え
た
人
に
「
一
日
に
ど

れ
く
ら
い
の
野
菜
を
食
べ
て
い
ま

す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
結
果
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と

約
九
割
の
人
が
、
一
日
に
食
べ
る

野
菜
の
量
は
百
f

以
下
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

緑
黄
色
野
菜
の
場
合
、
理
想
的

な
摂
取
量
は
一
日
に
約
百
二
十
f

以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

緑
黄
色
野
菜
は
、
が
ん
の
予
防

に
役
立
ち
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
カ
ロ
チ
ン

を
多
く
含
む
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
を
十

分
に
含
ん
で
い
ま
す
。

「
夏
野
菜
」
に
は
、
緑
黄
色
野

菜
に
属
す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
左
表
を
参
考
に
一
日
に

百
二
十
f

以
上
を
目
指
し
、
旬
の

野
菜
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

九
割
が
野
菜
を
意
識

～ちょっと気になる栄養の話～

厚生労働省の発表によると、この20年間で20歳以上
の男性全ての年代において肥満が増加しているそうで
す。
ここでいう肥満とはＢＭＩ（体格指数）が25以上の

人のことです。
※ＢＭＩ＝体重（㌔）÷{身長（㍍）×身長（㍍）}
市が平成12年度に行ったコンピューターヘルスチェ

ックでは40歳以上の男性、約４割がＢＭＩ24.2以上の
「太りぎみ」か「太り過ぎ」にあたることが分かりま
した。
肥満は体内の脂肪が過剰になった状態のことで、皮

下脂肪型と内臓脂肪型の二つの肥満に分かれます。
そのうち内臓脂肪型の肥満は男性に多いのが特徴

で、さまざまな生活習慣病の誘因となります。内臓脂
肪は食事の改善や運動をすることなどで減りやすく、
成果が目に見えて表れやすいといわれています。体脂
肪を測定したときに見た目よりも体脂肪率が高い人
は、内蔵脂肪型の肥満である可能性があります。日ご
ろの食生活に関心を持ち、健康な体を維持できるよう
注意しましょう。

理
想
は
百
二
十
f

以
上

皆
さ
ん
は
「
夏
野
菜
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を

思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
ナ

ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ャ
…
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
ね
。
夏
は
旬
の
野
菜
が
豊
富
な
季
節
。
新
鮮
で
お
い
し
い

野
菜
は
い
か
が
で
す
か
。

一日にどれぐらいの野菜を食べていますか�

50g以下�
27％�

51g以上～�
100g以下�
61％�

101g以上～�
150g以下�
10％�

151g以上�
2％�

品　名

ピーマン

ト マ ト

ニンジン

カボチャ

青 菜

分　量（目安）

20㌘（小１個）

40㌘（２切れ）

40㌘（輪切り２つ）

80㌘（小２切れ）

40㌘（小皿１杯）
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課

暮
ら
し
の
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「
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
ダ
イ

ヤ
ル
Ｑ
２
の
料
金
を
、
知
ら
な
い

業
者
か
ら
請
求
さ
れ
た
」
「
利
用

は
し
た
が
、
法
外
な
金
額
を
請
求

さ
れ
た
、
そ
れ
も
執
拗
（
し
つ
よ

う
）
な
請
求
を
さ
れ
る
う
え
暴
力

的
な
言
葉
で
脅
さ
れ
た
」
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
た
ら
知

ら
な
い
間
に
有
料
サ
イ
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
た
」
な
ど
、
通
信
回
線

を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
の
料

金
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
料
金
の
請
求
に
、

債
権
取
立
代
行
業
者
が
か
か
わ
る

こ
と
が
多
く
、
消
費
者
を
脅
し
た

り
不
安
を
あ
お
っ
た
り
す
る
な
ど
、

悪
質
な
取
り
立
て
を
行
う
ケ
ー
ス

が
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

「
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
の
利
用
料
金

が
未
払
い
に
な
っ
て
い
る
。
早
急

に
支
払
う
よ
う
に
」
と
、
業
者
か

身身にに覚覚ええののなないい通通信信料料金金ななどどのの請請求求

ら
請
求
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。

初
め
て
来
た
請
求
書
な
の
に

「
督
促
」
と
書
か
れ
て
お
り
「
支

払
い
が
な
い
場
合
は
遅
延
金
が
付

き
、
直
接
自
宅
ま
で
集
金
に
行
く
」

と
ま
で
書
か
れ
て
い
た
。

覚
え
の
無
い
請
求
だ
っ
た
が
、

家
族
の
誰
か
が
使
っ
た
も
の
と
思

い
支
払
っ
た
。
そ
の
後
、
家
族
に

問
い
合
わ
せ
た
が
、
誰
も
使
っ
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
は
、
消
費
者
が

加
入
電
話
か
ら
「
０
９
９
０
」
で

始
ま
る
情
報
提
供
事
業
者
の
番
号

に
電
話
を
か
け
、
有
料
で
情
報
の

提
供
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
は
原
則
と

し
て
、
情
報
提
供
業
者
に
代
わ
り

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
情
報
料
の
回
収
代
行
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
情
報
提
供
に
関
す
る
料
金

の
請
求
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
電

話
会
社
か
ら
情
報
料
の
請
求
な
ど

が
あ
る
は
ず
で
す
。

今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
そ

の
よ
う
な
連
絡
が
な
く
、
い
き
な

り
知
ら
な
い
業
者
か
ら
請
求
書
な

ど
が
送
ら
れ
て
き
た
場
合
は
、
正

当
に
請
求
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

利
用
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
請
求

や
脅
し
に
対
し
て
は
、
毅
然
（
き

ぜ
ん
）
と
し
た
態
度
で
応
じ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ま
た
電
話
会
社
か
ら
通
信
記
録

を
取
り
寄
せ
、
通
話
実
績
な
ど
を

調
べ
る
の
も
有
効
で
す
。

使
用
し
て
い
な
い
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
な
ど
へ
の
請
求
は
、
一
度

支
払
う
と
、
そ
の
業
者
か
ら
他
の

業
者
へ
と
個
人
情
報
が
流
出
し
、

次
か
ら
次
へ
と
請
求
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場

合
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
「
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ

２
接
続
チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
が
無
料
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
に
あ
ら
か

じ
め
対
策
を
講
じ
て
お
く
の
も
有

効
で
す
。

携
帯
電
話
の
出
会
い
系
サ
イ
ト

な
ど
も
注
意
が
必
要
で
す
。
使
用

料
を
支
払
わ
な
い
で
お
い
た
と
こ

ろ
短
期
間
の
う
ち
に
、
請
求
額
に

遅
延
金
や
調
査
料
が
つ
い
て
、
高

額
な
請
求
書
が
送
ら
れ
て
き
た
な

ど
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

困
っ
た
時
は
す
ぐ
に
消
費
者
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
近
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
料

サ
イ
ト
や
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
な
ど
通
信
回
線
を
通
じ
て
提
供
さ

れ
る
有
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら

請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

苦
情
の
内
容

ア
ド
バ
イ
ス

お買物には
マイバックを
持参しましょう
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粗
大
ご
み
の
場
合
、
直
接
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
粗
大
ご
み
も
一
般

ご
み
同
様
、
大
き
く
「
燃
や
せ
る

ご
み
」
と
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

の
二
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。
今
回

は
燃
や
せ
る
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

大
き
な
も
の
は
切
断
を

家
具
や
ふ
と
ん
、
畳
や
じ
ゅ
う

た
ん
な
ど
大
き
な
も
の
は
、
長
さ

七
十
b

ぐ
ら
い
、
太
さ
十
b

ぐ
ら

い
の
大
き
さ
に
し
て
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
畳
は
約
三

等
分
に
、
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
は
一

畳
程
度
に
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
大
き
な
木
な
ど
を
を
持
ち

込
む
場
合
も
、
長
さ
七
十
㌢
ぐ
ら

い
、
太
さ
十
b

ぐ
ら
い
に
し
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
ご
み
を
小
さ
く
切
断

す
る
作
業
は
、
焼
却
炉
の
投
入
口

に
燃
や
せ
る
ご
み
が
入
る
よ
う
に

す
る
た
め
行
う
も
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ス
リ
ム
に
な
り
た
い
」
そ
う

願
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
ん
な
願
い
を
持
つ
人

た
ち
が
楽
し
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し

よ
う
と
「
ス
リ
ム
Ｏ
Ｂ
会
」
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
に
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
行
っ
た
、
健

康
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
考
え
る
講
座

「
ス
リ
ム
パ
ー
テ
ィ
」
の
参
加

者
が
中
心
と
な
っ
て
平
成
七
年
に

結
成
。
現
在
約
二
十
人
が
、
体
操

や
調
理
実
習
な
ど
を
二
カ
月
に
一

回
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
会
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
健

康
を
意
識
す
る
こ
と
を
考
え
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
や
塩

分
を
控
え
た
料
理
、
自
宅
で
手
軽

に
で
き
る
体
操
な
ど
を
習
っ
て

も
、
一
人
で
は
な
か
な
か
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

場
合
も
、
み
ん
な
で
定
期
的
に
集

ま
る
こ
と
が
よ
い
励
み
と
な
る
の

で
、
続
け
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

混
ざ
っ
た
も
の
は
解
体
し
て

ベ
ッ
ト
や
座
い
す
な
ど
、
燃
や

せ
る
も
の
と
燃
や
せ
な
い
も
の
が

混
ざ
っ
た
も
の
は
、
解
体
し
て
そ

れ
ぞ
れ
に
分
け
て
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
鉄
類
な
ど
は
資
源
と
し

て
再
利
用
で
き
ま
す
。

持
ち
込
み
が
難
し
い
場
合

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
粗
大

ご
み
持
ち
込
み
が
難
し
い
場
合

は
、
一
般
廃
棄
物
の
許
可
業
者
な

ど
に
依
頼
（
有
料
）
し
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
な
ど
は
三

月
に
配
布
し
た
「
ゴ
ミ
の
区
分
と

出
し
方
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）

（１０）

スリムＯＢ会

������������������������������������������������

畳�

マットレス�
布団�

寝具�

じゅうたん� 家具�

す
」
と
会
員
の
み
な
さ
ん
。

定
期
的
に
集
ま
っ
た
と
き
に
行

う
、
体
重
や
体
脂
肪
の
計
測
が
、

毎
日
の
食
生
活
を
意
識
す

る
な
ど
の
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
今
年
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動
以
外
に
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
卓
球
な

ど
体
を
動
か
す
活
動
も
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

動
か
す
と
い
っ
て
も
二
カ

月
に
一
度
、
み
ん
な
で
楽

し
く
集
ま
る
と
い
っ
た
感

じ
で
す
。
体
の
健
康
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
心
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
心
の
健
康
も
意
識
し

て
い
ろ
い
ろ
と
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
け
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

で
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動

が
続
け
ら
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
事
務
局
を
務
め
る

三
宅
さ
ん
。

会
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
三
宅

幸
子
さ
ん
（
1
65
・
０
５
８
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
楽
し
く
実
践

今月のスナップ

「えーと、次の回答は？」
温ったか～まつり、クイズラリー

ごみ？ゴミ？④
燃やせる粗大ごみは
どうするの？

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp
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加
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の

日
本
古
来
の
楽
器
が
持
つ
独
特
の

音
色
に
、
と
て
も
魅
力
を
感
じ
ま

す
ね
」
と
部
長
の
東
方
さ
ん
。

年
間
の
活
動
は
、
文
化
祭
や
ウ

イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
定
期

的
な
演
奏
会
の
ほ
か
、
四
月
に
行

わ
れ
る
部
活
動
紹
介
へ
の
参
加
や

各
大
会
な
ど
へ
の
出
場
と
精
力
的
。

現
在
は
音
楽
祭
に
向
け
、
日
々
熱

の
入
っ
た
練
習
を
繰
り
返
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
音
楽
祭
で
は
、
高
い
音
が
出

る
琴
と
低
い
音
が
出
る
琴
の
二
種

類
を
使
い
ま
す
。
音
色
の
異
な
る

二
つ
が
織
り
成
す
、
微
妙
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
」
と
駒
沢
さ
ん
。

永
見
さ
ん
も
「
管
楽
器
な
ど
西

洋
の
楽
器
で
は
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
、
独
特
の
魅
力
を
知
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
」
と
意
欲
満
々
。

「
ウ
ィ
ー
ン
で
は
浴
衣
姿
で
演

奏
す
る
予
定
で
す
。
琴
を
通
じ
て
、

日
本
の
文
化
も
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
吉
川
さ
ん
。

四
人
は
最
後
に
「
私
た
ち
の
演

奏
を
通
し
て
、
琴
の
魅
力
や
日
本

の
文
化
を
世
界
中
の
人
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
」

と
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
抱
負
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こんにちは�こんにちは�こんにちは�

大
野
高
校
の
琴
サ
ー
ク
ル
の
三

年
生
四
人
が
、
七
月
四
日
か
ら
十

一
日
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
る
、
第
三
十

一
回
世
界
青
少
年
音
楽
祭
の
特
別

参
加
部
門
に
出
場
し
ま
す
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
国
際
文
化
交
流
協
会
が
、
ウ
ィ

ー
ン
に
あ
る
歴
史
的
施
設
を
音
楽

を
通
じ
た
国
際
交
流
の
場
と
し
て

（１1）

琴
の
魅
力
を
ウ
ィ
ー
ン
で

大
野
高
校
琴
サ
ー
ク
ル

提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
一
九
七
二
年
か
ら
開

催
し
て
い
る
も
の
で

す
。サ

ー
ク
ル
の
演
奏
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
琴

の
先
生
、
生
田
流
正
派

大
師
範
の
高
橋
雅
抄

が
し
ょ
う

さ

ん
が
、
協
会
の
日
本
代

表
部
に
推
薦
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、

高
校
生
の
琴
演
奏
で
は

全
国
初
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

「
何
か
日
本
的
な
こ

と
が
や
り
た
い
、
そ
う

思
っ
て
琴
サ
ー
ク
ル
に

入
り
ま
し
た
。
最
初
は

〃
さ
く
ら
さ
く
ら
〃
な

ど
日
本
ら
し
い
琴
の
代

表
曲
を
練
習
し
て
い
ま

し
た
が
、
上
達
と
と
も

に
現
代
の
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
も
演
奏

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は

演
奏
で
き
る
曲
が
二
十
曲
ぐ
ら
い

あ
り
ま
す
。
琴
の
演
奏
に
は
爪
を

付
け
て
弦
を
は
じ
く
以
外
に
、
指

で
直
接
は
じ
い
た
り
弦
を
た
た
い

た
り
な
ど
い
ろ
ん
な
奏
法
が
あ
る

ん
で
す
よ
。
ま
た
ひ
き
な
が
ら
一

方
の
手
で
弦
を
押
し
て
音
を
揺
ら

す
な
ど
、
音
色
に
微
妙
な
表
現
を

1111111111111111111111111111111111111111111

有
終
東
小
学
校
で
は

「
花
の
あ
ふ
れ
る
学
校
」

を
目
指
し
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
全
校
で
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
学
校
や
地
域

で
花
を
育
て
る
こ
と
で

命
を
大
切
に
す
る
心
、
や
さ
し
い

心
を
育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。正

面
玄
関
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
は

集
団
登
校
班
ご
と
に
花
を
育
て
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
育
て
た
経

験
の
あ
る
高
学
年
が
、
一
年
生
に

水
や
り
を
教
え
て
あ
げ
る
な
ど
、

み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
花
の
世

話
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
玄
関
前
の
花
壇
で
は
、
六

年
生
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
、
八
年
前
か
ら
育

て
増
や
し
て
き
た
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど

を
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
児
童
一
人
ひ
と
り
が

一
鉢
ず
つ
家
に
花
を
持
ち
帰
り
育

て
る
、
家
庭
で
の
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

五
月
中
旬
、
全
校
児
童
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
の
人
た
ち
が
参
加
し
て

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
る
作
業

や
、
家
で
育
て
る
花
の
配
布
作
業

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
地
域
の
人
た
ち

へ
、
校
内
で
育
て
た
ベ
ゴ
ニ
ア
の

株
分
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
に

は
こ
の
日
を
楽
し
み
に
毎
年
参
加

し
て
い
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
が
、
学
校
を
中
心
に
地
域

へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆�

花のあふれる学校へ！
「花いっぱい運動」

有終東小学校

永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん永見陵子さん 駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん駒沢美季さん 東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん東方沙由理さん 吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん吉川紀代美さん

正面玄関にプランターを設置
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ふるさと林道開通
林道としては、県内で初めてトンネルが掘ら

れた「ふるさと林道美山～大野線」の開通式が

５月30日に行われました。平成７年着工で総事

業費は約31億４千万円、美山町皿谷を起点に大

野市牛ケ原集落に至る総延長５．５㌔、幅５㍍

の林道です。今後、林業振興の役割を担うほか、

地域の交流や、国道１５８号のバイパス道とし

ての機能なども期待されています。

2002.7  広報おおの

まちなか観光案内任せて

秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

５月25日から市内４カ所の（平成大野屋・元町会

館・御清水会館・石灯籠会館）で観光客の応対など

を行う「まちなか観光案内員」を配置する、観光施

設美化等推進事業が始まりました。10月末までの土、

日、祝日と夏休み期間中の毎日、係員が施設とその

周辺の観光案内や清掃、観光客の入り込み数調査な

どを行います。

中野清水公園の落成記念セレモニーが５

月19日に行われました。テープカットに続

いて、下中野地区の子どもたち約30人が本

願清水などに引っ越ししていたイトヨを放

流しました。新しい公園は、広さが１３０

０平方㍍、池の大きさが４４０平方㍍とこ

れまでの約１．５倍の面積となったほか、

休憩などに利用しやすいよう水辺にあずま

屋が設けられました。

中野清水公園お目見え

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

宮中の新嘗（にいなめ）祭に供するコメの田植

え式が５月28日に行われました。県内７ブロック

から毎年１カ所を選び11月に新米を献上。今年の

「奉耕者」として、中据の羽生憲次郎さんが選ば

れました。かすりの着物姿の早乙女など関係者が

献穀田を清める神事に続き、青々とした苗を植え

豊作を祈りました。

献穀田の苗植え
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2002.7  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場 平成大野屋事業に新番頭
全国の大野さんを支店主として委嘱し、当市の

ＰＲなどを行ってもらう平成大野屋事業。その事

業の企画や運営などに携わる「平成大野屋番頭」

の委嘱式が５月24日に行われました。今回は４人

が新加入。事業の幅広い展開に向け活躍が期待さ

れています。

市では環境にやさしいまちづくりの一環として、

公用車に２台目となる低公害車を導入しました。通

常の公務ほか、市外、県外への出張や研修などに幅

広く活用します。

公用車に２台目の低公害車

“温ったか～まつり”にぎわう
６月５日から９日かけて、あっ宝んどで“温っ

たか～まつり”が行われました。期間中、メーン

浴槽と露天ふろがショウブ湯になったほか「健康

相談コーナー」や「青空飲食茶屋」「お楽しみ演

芸会」などさまざまなイベントが行われました。

またモニュメント広場では「おもしろクイズラリ

ー」が行われるなど、子どもから大人までたくさ

んの人でにぎわいました。

平蔵でイベントいっぱい
５月から６月にかけ、平成大野屋の

平蔵を会場にさまざまなイベントが行

われました。その一部を紹介します。

６月４日、がんばれ日本！サッカ－日本代表
応援イベント

５月16日から19日、
ニューヨーク在住
の画家、木村利三
郎さんの大野をテ
ーマにした作品展
「“ふるさと”を描
く」

６月１日、平蔵ふれ
あいコンサートの第
１回目「平蔵　マリ
ンバ＆ピアノコンサ
ート」
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接
会
と
、
高
校
生
や
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
求
職
中
の
人
も
参
加

で
き
ま
す
。

日
時

７
月
14
日
h
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

場
所

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
本
所

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
野
（
1
66
・
２
４
０
８
）

日
程

８
月
７
日
k
〜
11
日
h

会
場

奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の

家
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

プ
場
周
辺

2002.7  広報おおの

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容

う

ち
わ
の
　
配
布
と
踊
り
の
指
導

実
施
日
時

８
月
15
日
l
・
16
日

m
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
（
１
日
で
も
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

お

お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
大
野
商
工
会
議
所
内

1
66
・
１
２
３
０
）

踊
り
に
興
味
の
あ
る
人
や
、
習

っ
て
み
た
い
人
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

越

前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会
事
務

局
（
大
野
商
工
会
議
所
内
　
1

66
・
１
２
３
０
）

ご
み
減
量
に
向
け
、
資
源
ご
み

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対

し
補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

日
時

７
月
14
日
h
午
前
７
時
〜

集
合
場
所

阪
谷
公
民
館

対
象

市
民
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員

40
人

参
加
料

１
０
０
０
円
（
バ
ス
代

な
ど
）

申
込
締
切
日

７
月
５
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阪

谷
公
民
館
（
1
67
・
１
１
１
１
）

お
お
の
お
ど
り
の
練
習
を
行
う

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
無
料
で
指
導

員
の
派
遣
や
お
ど
り
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
配
布
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
六
間
通
り
会
場
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

指
導
員
派
遣
期
間

７
月
１
日
i

〜
８
月
10
日
n

派
遣
先

職
場
や
町
内
会
な
ど

7月

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
送

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
民
で
構
成
し
て
い
る
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

品
目

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
の
古
紙
類

補
助
金
額

８
円
（
古
紙
類
１
i

あ
た
り
）

※
こ
の
中
か
ら
回
収
業
者
に
３

〜
４
円
の
引
き
取
り
料
を
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す

そ
の
他

資
源
回
収
を
行
う
団
体

は
、
毎
年
登
録
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
６
３
）

夏
休
み
期
間
の
児
童
セ
ン
タ
ー

開
館
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間

７
月
22
日
i
〜
８
月
31
日

n
（
日
曜
日
を
除
く
）

開
館
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
６
時

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
４
）

来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
・
専

修
学
校
生
を
対
象
と
し
た
就
職
面

お
ど
り
指
導
員
派
遣
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（１4）

資
源
を
有
効
に
利
用

促
進
事
業
に
補
助
金

生
活
環
境
課

サ
マ
ー
企
業
説
明
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

内
容

テ
ン
ト
泊
、
登
山
、
野
外

炊
さ
ん
、
魚
つ
か
み
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

対
象

小
学
５
年
〜
中
学
１
年
生

定
員

36
人

参
加
料

１
万
３
千
円
程
度

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
学
年
・
性
別
・

電
話
番
号
・
参
加
理
由
を
記
入

し
、
７
月
20
日
n
必
着
で
申
し

込
み
。
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒

９
１
２
―
０
１
３
１
大
野
市
南

六
呂
師
１
６
９
―
８
　
福
井
県

立
奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家

「
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

係
（
1
67
・
１
３
２
１
6
67
・

１
７
２
１
）

参
加
者
募
集
ジ
ュ
ニ
ア

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家

越越越越美美美美北北北北線線線線「「「「ふふふふれれれれああああいいいい市市市市民民民民号号号号」」」」
～親子で出かける日帰りの旅～
世界最大級の水族館「海遊館」・鉄道
の歴史などを学ぶ「交通科学博物館」

日程 ７月28日h

（午前５時30分にＪＲ越前大野駅集合）

行き先 大阪、海遊館と交通科学博物館

対象 市内在住の小学生以上の親子

参加料 小学生３，５００円

中学生以上１０，０００円

定員 80人（先着順）

申込期間 ７月８日i～19日m

その他 参加は親子を原則とします

※参加者全員にオレンジカードを、また家族ごとにＪ

Ｒの鉄道レールで手作りした文鎮をプレゼント

申し込み・問い合わせ先

生活環境課市民生活係（166・１１１１内線４６３）

夏
休
み
期
間
の
開
館
時
間

福
祉
課

お
ど
り
保
存
会
会
員
募
集

越
前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会

夏
の
大
長
山

お
お
ち
ょ
う
さ
ん

登
山

阪
谷
地
区
体
育
協
会
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●図書館嘱託職員
募集人員 １人（平成14年10月１日任用予定）

業務内容 館長として施設の管理運営

採用条件 年齢45歳以上（平成14年10月1日現在）

大野市に居住していること

土・日曜日に勤務できること

施設の管理運営経験があること

パソコンの基礎技能があること

●Ｂ＆Ｇ海洋センター嘱託職員
募集人員 １人（平成14年10月１日任用予定）

業務内容 センター育成士として施設の運営管理

採用条件 年齢50歳以下（平成14年10月1日現在）

大野市に居住していること

土・日曜日に勤務できること

１カ月程度の宿泊研修に参加できること

１００㍍以上泳げること

２分以上立ち泳ぎができること

人
権
や
行
政
に
関
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
相
談
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
を
受
け
た
い
人
は
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

有
終
会
館
別
館
　
相
談
室

相
談
に
応
じ
る
委
員
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

人
権
擁
護
委
員

多
田
　
正
則
　
伏
石
16
―
６

（
1
67
・
１
４
９
１
）

試験日程 ８月４日h午前９時～市役所にて（面接試験）

申し込み方法 市販の履歴書に必要事項を記入の上、上部余白に「図書館嘱託職員受験」または

「海洋センター嘱託職員受験」とそれぞれ朱書きし、直接または郵送にて

申込締切日 ７月22日i（当日消印有効）

その他 報酬、勤務時間などの勤務条件は「大野市嘱託職員の任用等に関する要綱」によります

申し込み・問い合わせ先　〒９１２ー８６６６　大野市天神町１－１
教育委員会　庶務課（166・１１１１内線５１１）
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国
民
年
金
の
受
け
取
り
開
始
は

原
則
65
歳
か
ら
で
す
が
、
希
望
す

る
場
合
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に

年
金
を
受
け
取
る
繰
り
上
げ
請
求

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な

制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

①
年
金
額
が
請
求
時
の
年
齢
に
応

じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
65

歳
以
降
も
減
額
さ
れ
た
年
金
額

と
な
り
ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

③
遺
族
厚
生
（
共
済
）
年
金
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

65
歳
ま
で
は
老
齢
基
礎
年
金
か

遺
族
厚
生
（
共
済
）
年
金
の
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
年
金
し
か
受

け
取
れ
ま
せ
ん
。

④
昭
和
16
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
が
、
会
社
で
厚
生
年

金
を
か
け
る
場
合
は
、
65
歳
ま

で
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

松
田
ま
つ
枝
　
要
町
１
―
14

（
1
66
・
２
４
７
１
）

堂
東
　
昭
子
　
中
野
46
―
41

（
1
66
・
３
７
１
０
）

松
田
八
重
子
　
城
町
７
―
４

（
1
66
・
５
５
３
４
）

上
田
　
輝
司
　
森
政
領
家
４
―
４

（
1
65
・
１
７
９
１
）

廣
瀬
　
円
昌
　
蕨
生
22
―
40

（
1
65
・
４
０
２
４
）

行
政
相
談
委
員

吉
田
と
み
子
　
本
町
３
―
１

（
1
66
・
３
２
６
１
）

三
宅
　
嵩
　
天
神
町
７
―
４

（
1
65
・
０
５
８
４
）

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

●INFORMATION

悩
み
事
相
談
は
お
気
軽
に

総
務
課

（１5）

老
齢
基
礎
年
金

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

市
民
課

保健医療福祉サービスの拠点づくりへ

検討委員会（仮称）の委員募集

だれもが安心して地域で生活を送ることができるよう、

利用しやすい保健医療福祉サービスのシステムづくりなど

を考える検討委員会の委員を募集をします。

募集定員 ３人

応募資格 市内在住で保健医療福祉サービスのシステムな

どに関心のある20歳以上の人

任期 平成14年８月～平成16年３月31日

応募方法 「大野市の保健福祉医療について」をテーマに

４００字程度でリポートをまとめ、住所、氏名、年齢、

電話番号を明記し提出（郵送可）

申込締切日 ７月19日m（当日消印有効）

申し込み・問い合わせ先

〒９１２ー００６１大野市篠座１１７－６－１

保健衛生課（市保健センター内　165・７３３３）

教教教教育育育育委委委委員員員員会会会会のののの嘱嘱嘱嘱託託託託職職職職員員員員をををを募募募募集集集集
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で
百
三
十
万
円
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
車
を
手
に
入
れ
て
か
ら
も
、

も
っ
た
い
な
く
て
普
段
は
軽
自
動
車
ば
か
り

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
趣
味
で

運
転
す
る
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
車
庫
に
入
れ

っ
ぱ
な
し
で
し
た
ね
」

車
庫
に
入
れ
た
状
態
が
長
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
い
つ
し
か
ナ
ン
バ
ー
を
外
し
動
か
さ
な

く
な
っ
て
い
た
こ
の
車
。
し
か
し
昨
年
の
八

月
、
あ
る
き
っ
か
け
か
ら
車
検
を
取
得
し
、

再
び
運
転
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
あ
る
日
、
ブ
レ
ー
キ
関
係
な
ど
消
耗
部

品
が
ま
だ
あ
る
か
気
に
な
り
、
業
者
に
確
認

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
で
も
売
っ

て
い
る
と
聞
き
、
久
し
ぶ
り
に
動
か
そ
う
と

思
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
の
車
で
出
か
け
る
と
、

駐
車
場
な
ど
で
同
年
代
の
人
が
懐
か
し
が
っ

て
近
づ
い
て
き
ま
す
。
売
っ
て
く
れ
と
頼
ま

（１6）

Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
の
熱

狂
が
余
韻
を
残
し
て
去

り
、
郷
土
の
新
世
紀
の

進
路
を
託
す
市
長
選
も

終
わ
っ
た
。
ひ
と
息
つ

い
て
、
こ
の
年
も
も
う

半
分
過
ぎ
て
、
夏
に
入
る
▼
七
月
の
暦
は
、
ま

ず
半
夏
生
か
ら
七
夕
・
小
暑
、
中
に
お
盆
で
海

の
日
・
土
用
、
大
暑
と
な
る
。
こ
の
う
ち
半
夏

生
に
つ
い
て
は
、
こ
の
朝
に
天
か
ら
毒
気
が
降

る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
な
お
こ
の
時
分
に

ハ
ン
ゲ
と
い
う
毒
草
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
と
も
。
こ
の
草
は
片
白
草

か
た
し
ろ
ぐ
さ

・
三
白
草

さ
ん
ぱ
く
そ
う

と
呼
ば
れ
て
も
い
る
▼
た
め
に
当
日
は
一
切
の

野
菜
類
を
断
ち
、
こ
の
日
か
ら
は
タ
ケ
ノ
コ
を

食
べ
な
い
、
酒
肉
を
避
け
て
、
不
浄
は
行
わ
ず

と
い
う
俗
習
が
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

野
藩
が
健
康
上
か
ら
サ
バ
を
食
べ
る
日
と
定
め

た
「
は
げ
っ
し
ょ
さ
ば
」
は
面
白
い
。
今
で
も

残
る
季
節
の
風
物
詩
と
し
て
得
が
た
い
▼
近
ご

ろ
世
の
中
ご
た
ご
た
、
ぎ
す
ぎ
す
、
い
ら
い
ら

と
、
と
か
く
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
。
加
え
て
じ

め
じ
め
梅
雨
期
の
う
っ
と
お
し
さ
。
こ
れ
か
ら

高
温
多
湿
の
不
快
指
数
、
食
中
毒
や
夏
か
ぜ
な

ど
暑
気
あ
た
り
の
恐
れ
も
。
何
は
と
も
あ
れ
養

生
だ
▼
そ
こ
で
ま
ず
は
「
は
げ
っ
し
ょ
さ
ば
」

を
食
べ
、
土
用
う
な
ぎ
を
食
ら
っ
て
体
力
を
補

い
、
七
夕
や
盆
の
祈
り
で
心
を
養
う
。
精
を
つ

け
て
夏
バ
テ
を
乗
り
切
ろ
う
。
暦
を
見
て
い
る

う
ち
、
先
人
の
処
世
訓
の
あ
り
が
た
さ
に
合
点

が
い
っ
た
▼
名
著
「
菜
根
譚

さ
い
こ
ん
た
ん

」
に
「
念
頭
や
や

異こ
と

な
れ
ば
、
境
界
と
み
に
殊こ

と

な
る
」
と
あ
る
。

要
は
少
し
心
の
持
ち
方
、
目
線
を
変
え
よ
と
い

う
こ
と
か
。
新
市
政
の
期
待
へ
行
政
側
も
市
民

も
目
線
を
変
え
て
み
れ
ば
…
　
　
　
　
（
武
）

蕨
生
の
旭
政
則
さ
ん
の
宝
は
、
昭
和
四
十

八
年
に
初
め
て
買
っ
た
普
通
自
動
車
で
す
。

こ
の
車
は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
五
十
二
年

ま
で
販
売
さ
れ
た
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
で
、

当
時
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
「
ケ
ン
メ
リ
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
人

気
の
高
か
っ
た
一
台
で
す
。

「
そ
の
こ
ろ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
い
え
ば
、

あ
こ
が
れ
の
車
で
し
た
。
ど
う
し
て
も
こ
の

シ
リ
ー
ズ
に
乗
り
た
く
て
、
四
年
間
、
軽
自

動
車
で
我
慢
し
て
お
金
を
た
め
ま
し
た
。
給

料
が
月
に
五
万
円
ぐ
ら
い
の
と
き
に
、
全
部

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

５月中の異動

６月１日現在

11,857世帯

40,232人

19,274人

20,958人

前　月　比

＋23世帯

－17人

＋27人

－10人

転 入

転 出

98人

74人

出 生

死 亡

32人

39人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

247件

69件

5人

86人

178件

平成14年
５ 月 末

比 較
平成13年
５ 月 末

324件

68件

0人

90人

256件

－77件

－1件

＋5人

－4人

－78件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）
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表
紙
の
撮
影
の
た
め
魚
屋
さ

ん
へ
、
赤
々
と
燃
え
る
炭
に
汗

を
だ
ら
だ
ら
流
し
な
が
ら
の
撮

影
と
な
り
ま
し
た
。「
は
げ
っ

し
ょ
さ
ば
の
日
」
に
は
、
き
っ

と
大
野
じ
ゅ
う
の
魚
屋
さ
ん
が

額
に
玉
の
よ
う
な
汗
を
光
ら
せ

な
が
ら
サ
バ
を
焼
い
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
…
食
べ
る
ば
か
り

か
焼
く
姿
も
名
物
で
は
（
養
）

夏
至
か
ら
十
一
日
目
に
あ
た

る
「
半
夏
生
」
こ
の
日
に
丸
焼

き
サ
バ
を
食
べ
る
の
が
大
野
の

風
習
で
す
。
江
戸
時
代
、
越
前

海
岸
に
飛
び
地
を
持
っ
て
い
た

大
野
藩
主
が
、
農
繁
期
を
終
え

た
こ
の
時
期
に
、
夏
を
乗
り
切

る
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
サ
バ
を

食
べ
る
よ
う
奨
励
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
こ
と
ば

編
集
後
記

内　訳

思
い
出
い
っ
ぱ
い
マ
イ
カ
ー

旭
　
　
政
則
さ
ん
（
蕨
生
）

91

れ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
若
い

と
き
に
苦
労
し
て
買
っ
た
思
い
出
が
詰
ま
っ

て
い
る
の
で
手
放
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど

も
の
こ
ろ
、
よ
く
〃

も
の
を
大
切
し
な
さ
い
〃

と
怒
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
う
し
て
き
れ

い
な
状
態
の
車
を
見
る
た
び
に
、
大
切
に
し

て
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」

と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。
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